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【事業名称】 先駆的空き家対策モデル事業

【事業の特徴】 ・無料のオープンソースツールを活用した空き家調査法・情報提示法を確立

・町会やまちづくり団体へのヒアリングにより、調査員以外の協力も得て従来より
高頻度で空き家情報を更新・活用するシステムニーズや利用可能性を検討
・プライバシーに配慮して空き家情報を収集するため暗号の利用手順を整理

・調査に慣れていない者であっても、手軽に位置情報、写真、郵便・雨戸・カーテ
ン・外壁・草木・電気利用の状態などの有用情報を収集できる

【取組の経緯（解決すべき課題と現実的に困っている内容）】

課題の大
分類

課題の小分類 課題に関して現実的に困っている内容（具体例含
む）

(1) 空き家
情報の収
集・蓄積・活
用の低コス
ト化

①従来の調査方法は，情報
の記録や電子化に多大なコ
ストや手間がかかる

・空き家の情報を紙に記録することが一般的であり、位置情報の
記録や、撮影した写真との対応付けに多大な手間を要している
・紙の情報を電子化するには手間やコストがかかるため、情報が
電子化されない。紙の情報は、担当者が交代した際などに、失わ
れる可能性がある
・業者による調査は多大なコストを要し頻繁に実施することは困難

②事前に最新の空き家の分
布や状態を把握することが
難しく、事後的な苦情の対応
に追われる

・空き家情報が存在しない地区では、問題を把握・予期し事前対
策を講じることが困難である
・空き家情報が存在しても、1年前や数年前の古い情報であること
が多いため、同様の困難がある
・苦情が発生してから調査を行うこともあり、効率的でない

③最新データを効果的な対
策につなげるための可視化
法や活用法が未整理である

・電子化した情報であっても、具体的な問題把握、問題解決、ス
テークホルダーとのコミュニケーション・説得のツールとして十分に
活用されずに宝の持ち腐れになりがちである
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【主な事業項目と取組内容・方法】

大項目 細項目 取組内容・方法

(1)空き家情報
の収集・蓄積・
活用の低コスト
化

①オープンソースツールを
利用した空き家情報の収集
と収集法の確立、空き家調
査ツールのHP公開

・オープンソースツールを利用した空き家情報の収集
・オープンソースツールを利用した空き家情報収集法の確立
・空き家調査ツールのHP公開

②地域住民との協働に基
づく空き家対策の先進的事
例調査、空き家情報の協調
的収集と統合データベース
構築手法の検討

・千葉県柏市内３町会へのヒアリング
・地域の空き家問題に取り組む組織へのヒアリング
・空き家情報の協調的収集と統合データベース構築手法の検
討

③オープンソースツールを
利用した空き家情報の可視
化インタフェースの構築、専
門家、ユーザへのヒアリン
グ、最適な空き家情報の提
示手法の整理

・オープンソースツールを利用した空き家情報の可視化インタ
フェースの構築
・専門家、ユーザへのヒアリングと最適な空き家情報の提示手
法の整理

【成果物】

①オープンソースツールを用いて空き家情報を安価に収集・蓄積・活用する方法をまとめた技術的
な手引書
②無償の空き家調査ツール及びツール配布用のホームページ
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1.クリック 

2. 空き家周囲の
ストリートビュー
が表示される 3. 回転・移動して

空き家の周囲状
況を確認できる 
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【成果物の概要】

■公開した手引書の目次と主な内容
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■空き家調査ツールのホームページの公開 www.akiyatoolbox.org

■可視化インタフェースの試作と課題の整理

ストリートビュー画像

:

:

低コストで運用可能

効率的なデータ収集が可能

柔軟なデータ収集が可能

セキュリティ・プライバシー保護に対応

デジタル空き家調査フォームを開発・提供

空き家をクリックするとストリートビューが現れる

ツール、手引書(PDF)などをダウンロード

スマートフォンで位
置情報付きの空き
家データを収集

地図、マルチメ
ディア、ストリート
ビュー画像等を
連動し可視化

空き家データを
様々な視点で吟
味しつつ問題の
明確化・共有・
対策の議論を行
うことが可能
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ホームページ上で、ツールを使うことでのまちづくり活動の具体例を紹介
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無料の空き家調査ツール

記録したデータ
はクラウドや自
前のサーバに
記録でき、
様々な方法で
可視化できま

す
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（１） 柏市で実際にツールを用いた調査を行い、有用な調査項目を精査

（２） （１）に基づきスマートフォン上で利用可能な
調査フォームをホームページ上で提供

空き家の特定のために特に有用である
と確認できた調査項目
・ カーテンの有無や開閉状態
・ 外壁の腐朽・破損の有無
・ テレビのアンテナの状態


